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～花と緑と歴史の町 花筐～ 令和５年４月１４日 第１９１号 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント等については、中止または延期する場合があります。

わずかに残った桜の花に春のおもかげを感じ、芽吹きはじめた木々に一年の始まりを感ずる稀な「は

ながたみまつり」となりましたが、皆さん楽しめましたか？ 

今年は久しぶりに区長会のぼんぼりが復活し、イベントを見ながらバザーを食するスタイルも復活し

ました。冷たい雨の前日８日は、ふるさとの家や公民館の見学者もまばらでしたが、雨が上がった翌９

日は朝からスタンプラリーに参加する親子やダンスの若者が集まり、ようやく公園に活気が戻りまし

た。ステージでは公民館の発表や粟田部音頭があり、子どもが出るステージでは立見客が出るほどでし

た。午後からのトランペット演奏はお馴染みの曲とトランペットあれこれトークも十分楽しめました。 

なお、嬉しい報告もあり、昨年のまつりの太鼓体験会に参加した子ども達が太鼓を習い始めたそうで

す。数年後のはながたみ子ども太鼓の復活の日を待っています。 

 今回のまつりも多くの人が関わっているので、配慮が足りない点もあったでしょう。しかし、区長会・

振興会の熱心なスタッフに支えられて無事終わりました。関わった全ての方と、まつり会場に足を運ん

でいただいた方々に心より感謝申し上げます。     【はながたみまつり実行委員長 佐々木 昇】 

 ～2023はながたみまつり～ 

スポーツ協会スタンプラリー 認定こども園あわたべチャレンジキッズ 

粟田部音頭 

オカリナ教室 

童謡の会（手話と共に） 

トランペット☆ヒーローズ 

権兵衛太鼓 

ヒップホップダンス 
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●ふるさと文化部・粟田部屋 

●くらしの環境部 

 実は・・・桜の開花が待ち遠しかった時期に、

おおとのん君の所は、一足お先に開花していた

んです！お花見団子も一緒にいただきました

よ♪大きなお団子でしょ！ 

●広報部 

雨
の
中
で
の
作
業

4月 9日（日）、ふるさとの家において、ふるさ

との家風景画コンテスト表彰式を行いました。 

ふるさとの家の屋根を茅葺屋根から鋼板屋根に

取替える事になり、花筐地区の宝である古民家の風

情を後世に残しておきたいとの想いから、風景画コ

ンテストを開催しました。嬉しいことに、花筐小学

校では児童全員が絵を書いてくれました。 

審査員は上野谷憲示氏(画家)で、大賞には4年の

三好来美さんが選ばれました。どの絵も素晴らし

く、茅葺屋根のままのふるさとの家が皆さんの心に

残せたのではないかと思います。   【粟田部屋】 

●青少年育成部 ●粟田部壮年会 

耒耜会

花筐小学校に入学され

た皆さん、おめでとうご

ざいます。校外学習など

で使うかんさつバッグ

と、花筐っ子見守り110

番の家マップをお贈りし

ました。元気に安全に、

楽しい学校生活を送って

くださいね。     

【青少年育成部】 

保勝会

3 月 26 日の花筐公園を愛する日は、雨のた

め公園内の清掃作業は中止となりましたが、壮

年会の活動として薄墨桜のしめ縄取付と登山道

の清掃整備は無事に行うことができました。 

【粟田部壮年会会長 山下剛司】 

食文化推進グループ
日赤奉仕団今立分団 

大
賞
花
筐
小
四
年

三
好

来
美
さ
ん 一般の部 優秀賞 

小形 千代子さん 

撮影:広報部 

4 月 8 日（土）は、あいにく
の悪天候でしたが、県内の音
楽活動グループによるライブ
「さくらの下で唄会」が開催
されました。 

３月２６日（日）に予定していた 
「公園を愛する日」は、残念ながら雨で 
中止となりました。 次は、７月を予定 
しています。皆さまのご協力をよろしくお願い
いたします。 



5 月11 日（木）10:00～

子どもにやさしい

手づくり虫よけスプレーを作ろう

安心・安全なものを選ぶのはお母さんです。参加費無料。

お申込み・お問合せ 花筐公民館 42-0361 

●子育て支援学級・放課後子ども教室
～花と緑と歴史の町 花筐～

●公民館
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●新公民館・児童館建設状況

退
任
の
ご
挨
拶

はりきって練習中です♪ 
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4・5月のレッスン  
4 月 22 日、5 月 13 日・27 日
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 毎年、十月十三日の秋祭りに、継体天皇が、大

和国に遷都された日を祝して堂のもちを提供す

る神事が今も受け継がれています。この神事は、

十月十二日早朝より用意されたもちを積んで、威

勢の良い歌声と共に神前に献上するものです。 
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撮影：4月 5日

新しい公民館は、児童館と

しての機能も備えた複合施

設です。児童館の部屋も出

来上がってきていました。 

ロビーの天井は吹き抜けになっており和紙明かり

で風情があります。また、小学校グラウンドとの

境には高い防球ネットが設けられ、安全対策が施

されていました。

ロビー天井 児童クラブ室 図書室

グラウンドからの全景



◆期間 ４月２4日（月） 
５月 2日（火）まで 

林野火災は春先にかけて多く発生し、悪条件が重な

れば、火災が拡大し、広範囲に渡って山林が燃えてし

まいます。過去には、たき火の拡大により大きな火災

に至ってしまうことがありました。火の取り扱いには

十分注意して、かけがえのない貴重な山林を火災から

守りましょう。 

★なぜ、春に山火事が多く発生するの？ 
〇空気が乾燥している 
〇落ち葉や枯れ草等が積もっていて
燃えやすい状態になっている 
〇野外で火を使う方が増える 
〇農作業に由来する火が山林に飛び火する

★火の用心のポイント 
〇枯れ草等のある場所では、たき火をしないこと 
〇たき火等火気の使用中は消火の準備し、その場を
離れず、使用後は完全に消火すること 
〇強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしない
こと 
〇たき火や火入れを行う際、届出を提出すること 
〇たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は必
ず消すとともに、投げ捨てないこと 
〇火遊びはしないこと 

※野焼き（家庭ごみの焼却、剪定枝や刈草の焼却な

ど）は法律で禁止されています。一部例外として認

められている場合がありますので、野焼きを行う際は

事前に消防署へ届出を提出してください。

〔問い合わせ先〕 南越消防組合 東消防署    

予防指導課 ４３-０１１９

●南越消防組合 ●岡太神社 

●児童館 

◆開館日 月 金 午後 １時 午後６時
       土曜日 午前１０時 午後６時
◆休館日 日曜日・祝祭日 

お問合せ 花筐児童館 ４２－０９９０ 

かぶとやこいのぼりを作って飾ろう 

3月 19日（日）、能楽師大倉流小鼓方で重要

無形文化財総合認定保持者の久田 舜一郎氏、久

田 陽春子氏が、白鷹禄水苑文化アカデミーのご

一行と共に兵庫県より来訪。岡太神社本殿前に

て継体天皇ゆかりの謡曲「花筐」を奉納演奏さ

れました。荘厳で朗々とした声と小気味よい小

鼓の音が、緑の山々に響き渡っていました。 

（取材・文：公民館） 

～山林での火事にご用心！～ 

「地域包括支援センター」って、 

どんなことするの？ 

・介護や健康のこと   ・権利を守ること 

・様々な相談事 ・暮らしやすい地域の為に 

上記のようなご相談について、 

・保健師 ・主任介護支援専門員 ・社会福祉士 

の３職種が専門性を活かしながら対応します。 

何かお困りごとがございましたら、お気軽に 

ご連絡くださいね。

（連絡先：４３－１８８８）

●地域包括支援センター メゾンいまだて 

花筐地区の人口
令和5年4月1日現在 

( )は前月比 

ゴミを減らし、分別して、資源を有効に利用しましょう

世帯数 1,261世帯（＋4） 

人口数 3,403人（－9） 

男 性 1,659人（－3） 

女 性 1,744人（－6） 

・毎週月曜日 

４月3０日（日）振替休日 

５月 ４日（木）みどりの日 

５月 ５日（金）こどもの日 

５月 ６日（土）振替休日 

休館日

４月22日（土）放課後子ども教室「チアダンス」 

４月 23日（日）自治振興会総会（場所:あいぱーく今立）

５月１０日（水）公民館学級（場所:あいぱーく今立）

５月 11日（木）公民館学級親子ふれあい教室 

５月 13日（土）放課後子ども教室「チアダンス」

日にち：毎週月曜日、水曜日 

時 間：午後1時間半～4時 

★月に一度、リハビリやいろんな講習があります。

★年令は問いません。 

【連絡先】清水 ０９０-４３２０-５９９２

募集！

●嶋会館 


